
受賞者作品集

後援

岡山県・岡山県議会・岡山県警察・岡山県教育委員会・岡山県小学校教育研究会
岡山県中学校教育研究会・岡山県習字教育研究会・JA岡山中央会・山陽新聞社
株式会社日本農業新聞・NHK岡山放送局・RSK山陽放送・OHK岡山放送
TSCテレビせとうち・RNC西日本放送・KSB瀬戸内海放送

主催
JAグループ岡山・JA共済連岡山

令和5年度

ガショー

キョショー

受賞者作品集

後援

岡山県・岡山県議会・岡山県警察・岡山県教育委員会・岡山県小学校教育研究会・岡山県中学校教育研究会
岡山県習字教育研究会・JA岡山中央会・山陽新聞社・株式会社日本農業新聞・NHK岡山放送局
RSK山陽放送・OHK岡山放送・TSCテレビせとうち・RNC西日本放送・KSB瀬戸内海放送

主催
JAグループ岡山・JA共済連岡山

令和6年度

ガショーキョショー



全国共済農業協同組合連合会岡山県本部　
本部長あいさつ 1

書　　道
●審査総評 2

●岡山県知事賞 3

●岡山県議会議長賞
●岡山県教育委員会教育長賞
 4

●岡山県習字教育研究会会長賞 
●岡山県農業協同組合中央会会長賞
 5

●全国共済農業協同組合連合会
　岡山県本部本部長賞  金賞
 6

●入賞者名簿（銀賞・銅賞・学校賞） 7

交通安全ポスター
●審査総評 9

●岡山県知事賞 10

●岡山県議会議長賞
●岡山県警察本部長賞
 11

●岡山県教育委員会教育長賞
●岡山県小学校教育研究会会長賞
 12

●岡山県中学校教育研究会会長賞
●岡山県農業協同組合中央会会長賞
 13

●全国共済農業協同組合連合会
　岡山県本部本部長賞  金賞
 14

●入賞者名簿（銀賞・銅賞・学校賞） 15

　今年度も猛暑が続き、9月になっても熱中症警戒アラー
トが連日発表される中での2学期のスタートとなりまし
た。そのような状況にもかかわらず、第52回ＪＡ共済岡山
県小・中学生書道コンクールに岡山県下480校の小・中学
校から15,812点もの作品が寄せられました。参加してくだ
さった小・中学生の皆さん、ご指導くださった先生方やご
家族の方々に、深く感謝申しあげますとともに、このよう
にたくさんの素晴らしい作品に今年もまた出会えたことを
大変うれしく思います。
　中でも上位の賞に選ばれた皆さんの作品は、一枚一枚
集中して堂 と々書き上げられた、日頃からの練習量の多さ
がうかがえる申し分のない作品ばかりで、審査をするのに
大変苦慮しました。最終的に選ばれた上位入賞作品18点
は、第68回ＪＡ共済全国小中学生書道コンクールに出品
されます。全国コンクールにおいても、上位入賞を果たさ
れることを楽しみにしています。
　本書道コンクールの審査に当たっては、小学校1年生か
ら中学校3年生までの成長の段階も考慮しながら、次の3点
を審査基準にしました。
（１）規模雄大にして健康的なもの

（どの文字も伸び伸びと、字配りよく書けていて、作品

全体から力強さが感じられるもの）

（２）習熟した穏健なもの

（練習を積み重ねることによって、字形の整え方や筆遣

いの基礎基本が身に付いているもの）

（３）個性的で清新なもの

（自分の持ち味が出ていて、すがすがしく感じられる

もの）

　これらの審査基準を満たすには、点画の筆遣いや字形
に気を付けて書くとともに、点画の長短や方向、画と画と
の接し方、文字の大きさや中心、文字と文字との間の取り
方、用紙の余白の取り方、課題と名前との調和、書くス
ピード、筆の押さえ方など、多くの点に配慮しながら書い
ていくことが大切です。

　そして、何より納得のいくまで何枚も何枚も練習を重ね
る意欲と根気強い努力が必要だと思います。どこをどう直
せばよいかを一枚ごとに振り返りながら練習を積み重ね
ることで、一点一画の隅々まで気持ちが行き届くようにな
り、正しく整った、美しい文字が書けるようになっていき
ます。さらに、筆圧や運筆の仕方によって、次第に線にリ
ズムや深みが出てきて、その人ならではの個性が発揮され
た作品となります。このような過程を通して、毛筆で文字
を書くことのおもしろさもきっと実感できるようになってく
るでしょう。
　自らの手で文字を書く機会が徐々に減りつつある現代
社会ですが、ぜひこれからも毛筆で文字を書くことを楽
しみながら継続していってほしいと思います。そして、練
習を積み重ねることによって、自分らしさを表現し、人の
心に感銘を与える美しい毛筆文字が書けるよう、さらに
精進されることを期待しています。
　最後になりましたが、本書道コンクールの実施にあた
り、日頃からご指導くださっている先生方をはじめ、子ど
もたちにこのような作品発表の場を提供くださったＪＡグ
ループ岡山、ＪＡ共済連岡山の方々など、お世話になった
皆さんに心から感謝を申しあげます。また、今回の書道コ
ンクールに挑戦した皆さんが、今まで以上に書道に親し
み、日本の伝統文化を守り育みながら、豊かな心を養わ
れていくことを願って総評とします。

書道コンクール審査総評ごあいさつ

令和６年度の書道コンクールには岡山県下小・中学校480
校から半紙・条幅合わせて15,812点、そして交通安全ポス
ターコンクールには257校から3,137点と多数のご応募をいた
だき、大変ありがとうございました。
数多くの優れた作品の中から見事入賞された皆さま、誠

におめでとうございます。
当コンクールの実施にあたりましては、岡山県をはじめ各

関係団体、県下小・中学校の先生方、保護者の皆さま、そし
て審査員の先生方に多大なるご協力をいただきました。あら
ためまして厚く御礼申しあげます。
おかげさまで、今回で書道は52回目、交通安全ポスター

は47回目を迎えることができ、本県有数の歴史あるコンクー
ルとして高い評価をいただいております。
「書道コンクール」では、文字を手書きにすることが少な

くなっている現代、正しい姿勢で呼吸を整え、作品としての
素晴らしさはもちろんですが、児童・生徒の皆さんの集中力
や忍耐力も伝わってくるようです。
一方「交通安全ポスター」は、構図や色づかいなど多くの

工夫が凝らされ、個性的で創造力に溢れた作品から、児童・
生徒の皆さんの交通安全への真摯な願いが伝わります。
当コンクールへの参加を通じて、次世代を担う子どもたち

が、交通安全への意識を高めて安全に暮らせること、そして
助け合いや思いやりの気持ちを育みながら心豊かな大人に
成長してくれることを願っています。
来年もまた素晴らしい作品に出会えることをご期待申し

あげ、ご挨拶とさせていただきます。

審査員長

恒次　宏晃
（岡山県習字教育研究会会長）

全国共済農業協同組合連合会岡山県本部

本部長　武田　一朗
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塩田　桜子
（岡山市立南輝小学校3年）ＪＡ岡山

点画のつながりが自然で、半紙いっぱいに平
仮名四文字を上手く収めています。力強くどっ
しりと書き上げた、躍動感が感じられる作品
です。

西井　結惟
（岡山県立倉敷天城中学校3年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山西）

気脈の一貫性、点画の連続など、行書の特徴
を存分に生かして書けています。整った字形
と課題の四文字のバランスが絶妙で、洗練さ
れた格調高い作品です。
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岡山県議会議長賞

岡山県教育委員会教育長賞

岡山県知事賞

梅田　梨瑚
（倉敷市立玉島東中学校2年）JA晴れの国岡山（岡山西）

柔らかみのある線質で、明るく伸び伸びと表現さ
れています。また、気脈の一貫性、点画の連続な
ど、行書のリズムと字形が見事に調和した実に洗
練された作品です。

3 4

井江　彩寧
（倉敷市立茶屋町小学校5年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山西）

筆遣いの基本がしっかりしており、字形のみならず作品全体
から勢いと力強さが感じられます。配置が難しい四文字の課
題を見事に半紙に収めました。
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筆遣いの基本がしっかりしており、字形のみならず作品全体
から勢いと力強さが感じられます。配置が難しい四文字の課
題を見事に半紙に収めました。

有
信

　日
菜

（
倉
敷
市
立
茶
屋
町
小
学
校
5
年
）Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山（
岡
山
西
）

基
礎
基
本
を
身
に
付
け
た
正
し
い
筆
遣
い
で
、
漢
字
と
仮
名
が
よ
く
調
和
し
、
名
前
の
配
置
も
見
事

で
す
。
美
し
く
、
ゆ
っ
た
り
し
た
味
わ
い
の
感
じ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。

池
田

　瑠
花

（
倉
敷
市
立
茶
屋
町
小
学
校
2
年
）Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山（
岡
山
西
）

紙
い
っ
ぱ
い
に
力
強
く
堂
々
と
書
け
ま
し
た
。
一
字
一
字
に
勢
い
が
あ
り
、
体
全
体
を
使
っ
て
筆
を
動

か
し
て
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
氏
名
も
、
余
白
を
生
か
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。



大木　愛
（清心中学校2年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山西）

用紙に収めにくい文字が多い課題を、配置よく
伸び伸びと書き上げているため、作品全体に
重みと広がりが感じられます。四文字の課題
と学年、氏名が見事に調和しています。

國
重

　結
愛

（
岡
山
県
立
岡
山
操
山
中
学
校
1
年
）J
A
岡
山

安
定
し
た
行
書
の
筆
遣
い
で
、
堂
々
と
書
き
上
げ
た
迫
力
の
あ
る
作
品
で
す
。
一
点
一
画
に
心
を
こ

め
た
豊
か
な
線
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
に
重
み
と
リ
ズ
ム
を
感
じ
ま
す
。

谷
井

　柊
斗

（
井
原
市
立
西
江
原
小
学
校
1
年
）Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山（
岡
山
西
）

一
点
、
一
画
を
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
基
本
に
忠
実
な
筆
遣
い
で
堂
々
と
書
き
上
げ
て
い
ま
す
。
学
年
、

氏
名
も
配
置
よ
く
一
字
一
字
が
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

熊
野

　晃
太

（
岡
山
市
立
吉
備
小
学
校
3
年
）Ｊ
Ａ
岡
山

秋
祭
り
の
活
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
筆
力
の
あ
る
線
で
堂
々
と
書
き
上
げ
た
迫
力
の
あ
る
作
品

で
す
。
細
部
ま
で
丁
寧
に
仕
上
げ
、
氏
名
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
け
て
い
ま
す
。

岡山県農業協同組合中央会会長賞

全国共済農業協同組合連合会岡山県本部本部長賞　金賞

朝賀　星那
（倉敷市立味野小学校4年）JA晴れの国岡山（倉敷かさや）

深みのある線質で、ゆったりとした味わいと温
かみが感じられるように表現できています。全
体の構成も見事で、大変魅力的な作品です。

岡﨑　稜
（岡山市立宇野小学校1年）JA岡山

ひらがな二文字を半紙にうまく収めることがで
きました。シャープにリズムよく筆を運び、生
き生きとして明るさも感じられる魅力的な作品
です。

守田　桃紅
（岡山市立七区小学校2年）JA岡山

柔らかな線で一筆一筆をリズムよく運筆してい
るため、作品全体が明るく、自然の豊かさが
感じられる作品となっています。氏名も配置よ
く収めることができました。

岡﨑　葵
（岡山市立宇野小学校6年）JA岡山

伸び伸びとした線、基本に忠実な運筆で字形
はもちろん、課題や学年、氏名の配置も申し
分ありません。特に「払い」や「はね」に勢い
があり、力強さを感じます。

岡山県習字教育研究会会長賞
山
中

　千
鶴

（
岡
山
市
立
福
浜
中
学
校
3
年
）J
A
岡
山

深
み
の
あ
る
筆
遣
い
と
余
白
を
生
か
し
た
字
配
り
で
、
作
品
全
体
か
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
味
わ
い
と

温
か
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
課
題
と
氏
名
の
調
和
も
申
し
分
な
く
、
大
変
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。

山
水

　伊
都

（
倉
敷
市
立
児
島
小
学
校
6
年
）J
A
晴
れ
の
国
岡
山（
倉
敷
か
さ
や
）

熟
練
さ
れ
た
落
ち
着
き
の
あ
る
筆
遣
い
か
ら
、
充
実
し
た
気
力
の
安
定
が
感
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

漢
字
と
平
仮
名
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
、
作
品
全
体
と
し
て
の
構
成
も
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。

竹原　綾
（岡山県立津山中学校1年）ＪＡ晴れの国岡山（津山）

練習によって培われた確かな筆遣いから、一
点一画の隅々まで気力の充実感が感じられま
す。課題四文字と氏名の調和も見事で、素晴
らしい作品です。

5 6



大木　愛
（清心中学校2年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山西）

用紙に収めにくい文字が多い課題を、配置よく
伸び伸びと書き上げているため、作品全体に
重みと広がりが感じられます。四文字の課題
と学年、氏名が見事に調和しています。

國
重

　結
愛

（
岡
山
県
立
岡
山
操
山
中
学
校
1
年
）J
A
岡
山

安
定
し
た
行
書
の
筆
遣
い
で
、
堂
々
と
書
き
上
げ
た
迫
力
の
あ
る
作
品
で
す
。
一
点
一
画
に
心
を
こ

め
た
豊
か
な
線
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
字
に
重
み
と
リ
ズ
ム
を
感
じ
ま
す
。

谷
井

　柊
斗

（
井
原
市
立
西
江
原
小
学
校
1
年
）Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山（
岡
山
西
）

一
点
、
一
画
を
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
基
本
に
忠
実
な
筆
遣
い
で
堂
々
と
書
き
上
げ
て
い
ま
す
。
学
年
、

氏
名
も
配
置
よ
く
一
字
一
字
が
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

熊
野

　晃
太

（
岡
山
市
立
吉
備
小
学
校
3
年
）Ｊ
Ａ
岡
山

秋
祭
り
の
活
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
筆
力
の
あ
る
線
で
堂
々
と
書
き
上
げ
た
迫
力
の
あ
る
作
品

で
す
。
細
部
ま
で
丁
寧
に
仕
上
げ
、
氏
名
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
け
て
い
ま
す
。

岡山県農業協同組合中央会会長賞

全国共済農業協同組合連合会岡山県本部本部長賞　金賞

朝賀　星那
（倉敷市立味野小学校4年）JA晴れの国岡山（倉敷かさや）

深みのある線質で、ゆったりとした味わいと温
かみが感じられるように表現できています。全
体の構成も見事で、大変魅力的な作品です。

岡﨑　稜
（岡山市立宇野小学校1年）JA岡山

ひらがな二文字を半紙にうまく収めることがで
きました。シャープにリズムよく筆を運び、生
き生きとして明るさも感じられる魅力的な作品
です。

守田　桃紅
（岡山市立七区小学校2年）JA岡山

柔らかな線で一筆一筆をリズムよく運筆してい
るため、作品全体が明るく、自然の豊かさが
感じられる作品となっています。氏名も配置よ
く収めることができました。

岡﨑　葵
（岡山市立宇野小学校6年）JA岡山

伸び伸びとした線、基本に忠実な運筆で字形
はもちろん、課題や学年、氏名の配置も申し
分ありません。特に「払い」や「はね」に勢い
があり、力強さを感じます。

岡山県習字教育研究会会長賞
山
中

　千
鶴

（
岡
山
市
立
福
浜
中
学
校
3
年
）J
A
岡
山

深
み
の
あ
る
筆
遣
い
と
余
白
を
生
か
し
た
字
配
り
で
、
作
品
全
体
か
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
味
わ
い
と

温
か
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
課
題
と
氏
名
の
調
和
も
申
し
分
な
く
、
大
変
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。

山
水

　伊
都

（
倉
敷
市
立
児
島
小
学
校
6
年
）J
A
晴
れ
の
国
岡
山（
倉
敷
か
さ
や
）

熟
練
さ
れ
た
落
ち
着
き
の
あ
る
筆
遣
い
か
ら
、
充
実
し
た
気
力
の
安
定
が
感
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

漢
字
と
平
仮
名
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
、
作
品
全
体
と
し
て
の
構
成
も
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。

竹原　綾
（岡山県立津山中学校1年）ＪＡ晴れの国岡山（津山）

練習によって培われた確かな筆遣いから、一
点一画の隅々まで気力の充実感が感じられま
す。課題四文字と氏名の調和も見事で、素晴
らしい作品です。

5 6



岡山市立宇野小学校

岡山市立南輝小学校

岡山市立吉備小学校

JA

JA

JA

岡山

岡山

岡山

倉敷市立児島小学校

岡山県立倉敷天城中学校
JA

JA

晴れの国岡山（倉敷かさや）

晴れの国岡山（岡山西）

高梁市立成羽小学校
JA晴れの国岡山（びほく）

高梁市立川上中学校
JA 晴れの国岡山（びほく）

岡山市立平福小学校
JA岡山

倉敷市立茶屋町小学校
JA晴れの国岡山（岡山西）

最優秀賞
（2校）

優 秀 賞
（5校）

努 力 賞
（2校）

銅　　　　賞

学　校　賞

氏　　　名 半・条 学　校　・　学　年 経由ＪＡ
条
条
半
条
条
半
半
条
半
条
半
条
条
半
半
条
条
条
条
条
条
半
条
半
条
条
半
半
半
条
条
条
条
条
半
条

岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
津 山 市 立 東 小 学 校
津 山 市 立 向 陽 小 学 校
倉 敷 市 立 帯 江 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
津 山 市 立 林 田 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
津 山 市 立 佐 良 山 小 学 校
津 山 市 立 大 崎 小 学 校
岡 山 市 立 可 知 小 学 校
玉 野 市 立 鉾 立 小 学 校
岡山大学教育学部附属小学校
赤 磐 市 立 山 陽 北 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
倉 敷 市 立 児 島 小 学 校
岡 山 市 立 津 島 小 学 校
岡 山 市 立 陵 南 小 学 校
岡 山 市 立 灘 崎 小 学 校
倉 敷 市 立 沙 美 小 学 校
倉 敷 市 立 赤 崎 小 学 校
津 山 市 立 林 田 小 学 校
鏡 野 町 立 香 々 美 小 学 校
岡 山 市 立 南 輝 小 学 校
岡 山 市 立 西 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 中 学 校
倉 敷 市 立 味 野 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
岡 山 市 立 石 井 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校

岡　　　　山
晴れの国岡山（津山）
晴れの国岡山（津山）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（津山）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山東）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（津山）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山

1
1
1
2
2
2
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
1
1
2
2
3
3

氏　　　名 半・条 学　校　・　学　年 経由ＪＡ
半
半
条
条
半
半
半
半
半
条
半
半
半
半
条
条
半
条
半
半
条
半
条
条
条
半
半
半
半
半
条
半
半
半
条
条
半
条
半
半
条
半
条
半
半
半
半
条
半
半
条
条
半
条

岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
倉 敷 市 立 味 野 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 西 大 寺 小 学 校
倉 敷 市 立 帯 江 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
岡 山 市 立 南 輝 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
岡 山 市 立 第 二 藤 田 小 学 校
倉 敷 市 立 琴 浦 西 小 学 校
倉 敷 市 立 琴 浦 西 小 学 校
倉 敷 市 立 琴 浦 西 小 学 校
倉 敷 市 立 西 阿 知 小 学 校
美 作 市 立 美 作 北 小 学 校
岡 山 市 立 操 南 小 学 校
岡 山 市 立 西 小 学 校
岡 山 市 立 東 疇 小 学 校
倉 敷 市 立 郷 内 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
倉 敷 市 立 味 野 小 学 校
新 見 市 立 草 間 台 小 学 校
津 山 市 立 河 辺 小 学 校
岡 山 市 立 津 島 小 学 校
岡 山 市 立 西 大 寺 小 学 校
岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
岡 山 市 立 灘 崎 小 学 校
倉 敷 市 立 豊 洲 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 沙 美 小 学 校
倉 敷 市 立 赤 崎 小 学 校
岡 山 市 立 西 小 学 校
岡 山 市 立 幡 多 小 学 校
岡 山 市 立 東 疇 小 学 校
和 気 町 立 和 気 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
井 原 市 立 西 江 原 小 学 校
倉 敷 市 立 児 島 小 学 校
倉 敷 市 立 緑 丘 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 中 学 校
浅 口 市 立 金 光 中 学 校
浅 口 市 立 金 光 中 学 校
岡 山 市 立 石 井 中 学 校
倉 敷 市 立 玉 島 東 中 学 校
倉 敷 市 立 児 島 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
岡 山 市 立 桑 田 中 学 校
真 庭 市 立 久 世 中 学 校

岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（勝英）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（新見）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山東）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（真庭）

1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
1
1
1
2
2
2
3
3
3

銀　　　　賞

難波　里帆
大森　玲香
草苅　　翠
平元　彩来
川上　紗柚
樋口　嘉紀
小林　世奈
湯浅　里映
東　依知花
岩﨑　琴子
三上　芽生
井上　心陽
廣山心大郎
竹内　大喜
板野　由佳
竹川　　遙
古城　奏来
植田　美幸
山本　　元
平田　花歩
石井　萌衣
原田帆乃香
岡本　咲耶
森藤　美優
井上　悠真
塩田　隼也
上川　佳紘
小林　紗和
木本　芽伊
緒方　美南
薬師寺康晟
大塚　世珠
中井　麻帆
平丸　麗菜
髙畠　美波
摸利　優愛

山川　璃子
難波　里帆
三瓶皐太朗
尾池　彩良
辻　　柚帆
川北　創己
平元　彩来
川上　紗柚
池田　瑠花
塩田　桜子
熊野　晃太
湯浅　里映
山本　純平
松本　悠希
松本　悠希
藤井　結斗
友田　祈里
皆木　葵衣
安部　帆奏
末吉　智博
大河　恵菜
竹本　汐莉
三瓶奈都姫
堤　　悠真
朝賀　星那
棟長　侑奈
池田　　羚
山本　　元
竹内　琴音
東　凜太朗
東　凜太朗
石井　萌衣
吉井　咲絢
有信　日菜
井江　彩寧
原田帆乃香
岡本　咲耶
上川　佳紘
藤井　喜平
有田　怜生
小山　栞奈
雀部　春陽
橋本　彩花
山水　伊都
前田　紗来
薬師寺康晟
古城　青暉
古城　青暉
平丸　麗菜
梅田　梨瑚
冨松　芽生
竹内　寧音
上浦　莉央
兼先　真衣

7 8



岡山市立宇野小学校

岡山市立南輝小学校

岡山市立吉備小学校

JA

JA

JA

岡山

岡山

岡山

倉敷市立児島小学校

岡山県立倉敷天城中学校
JA

JA

晴れの国岡山（倉敷かさや）

晴れの国岡山（岡山西）

高梁市立成羽小学校
JA晴れの国岡山（びほく）

高梁市立川上中学校
JA 晴れの国岡山（びほく）

岡山市立平福小学校
JA岡山

倉敷市立茶屋町小学校
JA晴れの国岡山（岡山西）

最優秀賞
（2校）

優 秀 賞
（5校）

努 力 賞
（2校）

銅　　　　賞

学　校　賞

氏　　　名 半・条 学　校　・　学　年 経由ＪＡ
条
条
半
条
条
半
半
条
半
条
半
条
条
半
半
条
条
条
条
条
条
半
条
半
条
条
半
半
半
条
条
条
条
条
半
条

岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
津 山 市 立 東 小 学 校
津 山 市 立 向 陽 小 学 校
倉 敷 市 立 帯 江 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
津 山 市 立 林 田 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
津 山 市 立 佐 良 山 小 学 校
津 山 市 立 大 崎 小 学 校
岡 山 市 立 可 知 小 学 校
玉 野 市 立 鉾 立 小 学 校
岡山大学教育学部附属小学校
赤 磐 市 立 山 陽 北 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
倉 敷 市 立 児 島 小 学 校
岡 山 市 立 津 島 小 学 校
岡 山 市 立 陵 南 小 学 校
岡 山 市 立 灘 崎 小 学 校
倉 敷 市 立 沙 美 小 学 校
倉 敷 市 立 赤 崎 小 学 校
津 山 市 立 林 田 小 学 校
鏡 野 町 立 香 々 美 小 学 校
岡 山 市 立 南 輝 小 学 校
岡 山 市 立 西 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 中 学 校
倉 敷 市 立 味 野 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
岡 山 市 立 石 井 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校

岡　　　　山
晴れの国岡山（津山）
晴れの国岡山（津山）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（津山）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山東）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（津山）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山

1
1
1
2
2
2
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
1
1
2
2
3
3

氏　　　名 半・条 学　校　・　学　年 経由ＪＡ
半
半
条
条
半
半
半
半
半
条
半
半
半
半
条
条
半
条
半
半
条
半
条
条
条
半
半
半
半
半
条
半
半
半
条
条
半
条
半
半
条
半
条
半
半
半
半
条
半
半
条
条
半
条

岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
倉 敷 市 立 味 野 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 西 大 寺 小 学 校
倉 敷 市 立 帯 江 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
岡 山 市 立 南 輝 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
岡 山 市 立 第 二 藤 田 小 学 校
倉 敷 市 立 琴 浦 西 小 学 校
倉 敷 市 立 琴 浦 西 小 学 校
倉 敷 市 立 琴 浦 西 小 学 校
倉 敷 市 立 西 阿 知 小 学 校
美 作 市 立 美 作 北 小 学 校
岡 山 市 立 操 南 小 学 校
岡 山 市 立 西 小 学 校
岡 山 市 立 東 疇 小 学 校
倉 敷 市 立 郷 内 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
倉 敷 市 立 味 野 小 学 校
新 見 市 立 草 間 台 小 学 校
津 山 市 立 河 辺 小 学 校
岡 山 市 立 津 島 小 学 校
岡 山 市 立 西 大 寺 小 学 校
岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
岡 山 市 立 灘 崎 小 学 校
倉 敷 市 立 豊 洲 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 沙 美 小 学 校
倉 敷 市 立 赤 崎 小 学 校
岡 山 市 立 西 小 学 校
岡 山 市 立 幡 多 小 学 校
岡 山 市 立 東 疇 小 学 校
和 気 町 立 和 気 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
井 原 市 立 西 江 原 小 学 校
倉 敷 市 立 児 島 小 学 校
倉 敷 市 立 緑 丘 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 中 学 校
浅 口 市 立 金 光 中 学 校
浅 口 市 立 金 光 中 学 校
岡 山 市 立 石 井 中 学 校
倉 敷 市 立 玉 島 東 中 学 校
倉 敷 市 立 児 島 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
岡 山 市 立 桑 田 中 学 校
真 庭 市 立 久 世 中 学 校

岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（勝英）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（新見）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山東）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（真庭）

1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
1
1
1
2
2
2
3
3
3

銀　　　　賞

難波　里帆
大森　玲香
草苅　　翠
平元　彩来
川上　紗柚
樋口　嘉紀
小林　世奈
湯浅　里映
東　依知花
岩﨑　琴子
三上　芽生
井上　心陽
廣山心大郎
竹内　大喜
板野　由佳
竹川　　遙
古城　奏来
植田　美幸
山本　　元
平田　花歩
石井　萌衣
原田帆乃香
岡本　咲耶
森藤　美優
井上　悠真
塩田　隼也
上川　佳紘
小林　紗和
木本　芽伊
緒方　美南
薬師寺康晟
大塚　世珠
中井　麻帆
平丸　麗菜
髙畠　美波
摸利　優愛

山川　璃子
難波　里帆
三瓶皐太朗
尾池　彩良
辻　　柚帆
川北　創己
平元　彩来
川上　紗柚
池田　瑠花
塩田　桜子
熊野　晃太
湯浅　里映
山本　純平
松本　悠希
松本　悠希
藤井　結斗
友田　祈里
皆木　葵衣
安部　帆奏
末吉　智博
大河　恵菜
竹本　汐莉
三瓶奈都姫
堤　　悠真
朝賀　星那
棟長　侑奈
池田　　羚
山本　　元
竹内　琴音
東　凜太朗
東　凜太朗
石井　萌衣
吉井　咲絢
有信　日菜
井江　彩寧
原田帆乃香
岡本　咲耶
上川　佳紘
藤井　喜平
有田　怜生
小山　栞奈
雀部　春陽
橋本　彩花
山水　伊都
前田　紗来
薬師寺康晟
古城　青暉
古城　青暉
平丸　麗菜
梅田　梨瑚
冨松　芽生
竹内　寧音
上浦　莉央
兼先　真衣
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石戸　仁菜
（岡山市立御津南小学校6年）ＪＡ岡山

人物の優しい表情と暖かい色合いで、見る人に、
ヘルメットをかぶる大切さを優しく伝えています。
ヘルメットのあごひもを命を表すハートを守る手
にしたり、色の塗り方をグラデーションにしたりと、
よく工夫されています。大人も子どもも、ヘルメッ
トをかぶって安全に自転車に乗ることを明るく伝
えてくれています。

石川　綾七
（倉敷市立玉島北中学校2年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山西）

　自転車に乗る人物を斜め上から見下ろして描く
ことで、ヘルメットが強調されるように工夫を凝
らしています。人物のきりっとした目と、「私はか
ぶるよ　ヘルメット」という言葉が、伝えたいこ
とを強くアピールしています。背景の色の塗り方
も工夫されていて、インパクトのあるポスターに
なっています。

岡山県知事賞

109

　交通安全ポスターコンクールに応募された小・中学生の

みなさん、ありがとうございました。交通安全について考え、

安心安全な社会を願う気持ちのこもった作品が多数集ま

り、審査員一同、大変感銘を受けました。

　私たちの身の回りには、自転車やバイク、車、電車など

様々な交通手段があります。ニュース等で、交通事故や危

険運転などを見聞するたびに、交通ルールやマナーの大切

さを痛感します。この交通安全ポスターコンクールは、小・

中学生のみなさんが、交通安全について考えることで、安全

な社会を願う気持ちや、命の大切さ、互いを思いやる心を

育てるよい機会であると思います。

　今年は、スマートフォンを見ながらの運転や歩行の危険

性を伝えるポスターが、数多く見られました。これは、小・中

学生のスマートフォンの所持率が年々増えてきていて、生活

の中に入ってきているからでしょう。身近な問題を小・中学

生自身が真剣に考え、ポスターでメッセージを送ろうとする

姿勢が伝わってきました。

　小学生は、登下校時や自転車に乗る時、家族で車に乗る

時などの交通ルールやマナーについて、学年に応じた画材

や描き方で、のびのびと表現していました。交通安全に関す

るいろいろな問題を小学生の視点でとらえ、表し方を工夫し

てポスターにしていました。

　中学生は、交通安全に対する自分の願いをポスターの役

割をふまえて、丁寧に表現していました。絵だけでなく、言葉

にも、強いメッセージが込められていました。

　審査するにあたり、交通安全に関する危険な場面や安

全な場面などを構図や配色を工夫して、見る人にわかりや

すく呼びかけているかという点を重視しました。力作ぞろい

で、審査は苦労しましたが、その中でも、発達段階に応じた

技法や技能で、ユニークなアイデアが盛り込まれていて、丁

寧に仕上げているものが高く評価されました。指導される先

生方や保護者の方には、これからも、小・中学生の思いや

個性を大切にしたご指導をお願いしたいと思います。

　最後になりましたが、このコンクールの実施に当たり、ご理

解とご協力を賜りました皆様に、心から感謝を申しあげます

とともに、この交通安全ポスターコンクールが、小・中学生

の交通安全意識の高揚に役立ち、事故のない明るく思い

やりあふれる社会づくりにつながっていくよう、心から願って

います。

審査員長

渡邉　昌子
 （岡山県中学校教育研究会美術部会会長）

交通安全ポスターコンクール審査総評
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岡山県議会議長賞

岡山県警察本部長賞

岡本　咲耶
（倉敷市立赤崎小学校5年）ＪＡ晴れの国岡山（倉敷かさや）

背景を黒色にすることで、反射材の効果をよく表しています。
車や人物の単純な形やすっきりとした配色が、伝えたい内容を
シンプルにわかりやすく表しています。岡山弁の言葉も、韻を
踏んでいてセンスが光ります。丁寧に仕上げられたデザイン性
の高いアイデアあふれるポスターです。

久保木　日葵
（岡山市立浦安小学校3年）JA岡山

横断歩道の向こうにいる友達のところへ行こうとしているので
しょうか。青信号でも車に気をつけてという作者の思いが伝
わってきます。歩行者用信号を大きく描き、言葉を赤色と青色
ではっきりと描くことで、この場面の様子がよくわかります。
構図や文字の配置が、よく工夫されています。

齊藤　拓海
（早島町立早島中学校3年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山西）

路地から飛び出す自転車の危険な場面を絵でわかりやすく表
現しています。人物のあわてた表情からも、危ないことが伝
わってきます。黄色で縁取りをした言葉を大きく入れて、注意
を促しています。細部まで丁寧に描かれていて、伝えたい内
容がよくわかるポスターです。

仁谷　悠生
（高梁市立落合小学校1年）JA晴れの国岡山（びほく）

道路の暗い灰色と対照的な黄色の吹き出しがよく目立っていま
す。言葉の意味を信号無視と虫取りの２つの場面で表すアイ
デアがおもしろいです。表したいものを画面の中にうまく配置
しています。男の子の「あっ」という表情が、危険な様子を
伝えています。

岡本　真奈
（新見市立新見南小学校4年）ＪＡ晴れの国岡山（新見）

スピードを出して運転している様子が、曲がった車体と、色の
塗り方でよくわかります。その車を見た赤い車に乗っている人
の表情が、恐怖を物語っています。はっきりとした色合いと、
迫力のある絵と文字で、あおり運転の怖さを強調しています。

田中　優衣
（倉敷市立福田中学校1年）ＪＡ晴れの国岡山（倉敷かさや）

「止まれ」の道路標識が、止まらない車を捕まえているユニー
クなポスターです。標識や女の子の表情が、危ない場面を強
調しています。「ちゃんと　止まって！」の短い言葉で、見る人
に強く訴えています。周りのすっきりとした配色が、赤色の道
路標識をより目立たせています。

カラフルな虹色のグラデーションと、黄色の背景に目をひかれ
ます。命を表すハートがたくさん詰まったヘルメットをかかげる
人物の笑顔がさわやかで印象的です。明るい色調で、命を守
るヘルメットの大切さと優しさが伝わってきます。上から見下
ろした構図も、よく工夫されています。

秋田　愛実
（倉敷市立玉島東中学校1年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山西）

右をみている男の子の目と、左を見ているネコの目で、左右を
確認している様子がよくわかります。中心に人物を大きく配置
して、左右に文字を入れることで、画面全体のバランスがとれ
ています。青い背景に、黄色の文字を入れることで、よく目立
つように工夫されています。

石𠩤　泉樹
（岡山市立古都小学校2年）ＪＡ岡山
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路地から飛び出す自転車の危険な場面を絵でわかりやすく表
現しています。人物のあわてた表情からも、危ないことが伝
わってきます。黄色で縁取りをした言葉を大きく入れて、注意
を促しています。細部まで丁寧に描かれていて、伝えたい内
容がよくわかるポスターです。

仁谷　悠生
（高梁市立落合小学校1年）JA晴れの国岡山（びほく）

道路の暗い灰色と対照的な黄色の吹き出しがよく目立っていま
す。言葉の意味を信号無視と虫取りの２つの場面で表すアイ
デアがおもしろいです。表したいものを画面の中にうまく配置
しています。男の子の「あっ」という表情が、危険な様子を
伝えています。

岡本　真奈
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スピードを出して運転している様子が、曲がった車体と、色の
塗り方でよくわかります。その車を見た赤い車に乗っている人
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秋田　愛実
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右をみている男の子の目と、左を見ているネコの目で、左右を
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岡山県中学校教育研究会会長賞

岡山県農業協同組合中央会会長賞

荻野　梨乃華
（岡山市立岡山中央中学校2年）ＪＡ岡山

飲酒運転の危険性を工夫されたイラストと言葉で、強く訴えて
います。缶から流れ出た酒や不気味に笑っている表情の車に
囲まれた人物が、不安そうに横断歩道を渡っています。黄色
と黒色のコントラストが目をひく、アイデアが詰まった中学生ら
しいポスターです。

濵﨑　旭
（岡山市立芥子山小学校3年）JA岡山

命を大切にするために、交通ルールを守るぞという強い気持ち
が伝わってきます。家族が温かく見守ってくれている様子が
「おかえり」という言葉とともに描かれていて、温かい雰囲気も
感じられます。配色を工夫して、しっかりと色を塗り、丁寧に
仕上げられたポスターです。

益田　咲由
（玉野市立荘内小学校6年）ＪＡ岡山

ヘルメットをかぶったヒーローを鮮やかな色で堂 と々表現して
います。縁取りの黒色や文字の周りの白色を効果的に使い、
細部まで丁寧に仕上げられています。大胆な構図と、はっきり
としたイラストと配色で、力強さが感じられる迫力のあるポス
ターになっています。

大森　梨楓
（岡山市立鹿田小学校4年）JA岡山

ながら運転の危険性を背後から目隠しする不気味な影で表し
ています。人物などの表情が、この場面によくあっていて、怖
さを強調しています。画面下半分を赤く塗り、そこに入れた
言葉が、伝えたいことを分かりやすく表しています。アイデア
あふれるポスターです。

松永　彩葉
（笠岡市立中央小学校5年）ＪＡ晴れの国岡山（倉敷かさや）

昼間でも夜間でも歩行者の存在をしっかりアピールしている様
子を斜めに区切った画面にバランスよく配置しています。中央
の「アピール上手になろう！」という斜めの文字の部分が夜光た
すきのようになっていて、よく目立っています。構図や配色に工
夫が見られるポスターです。

竹内　咲乃
（赤磐市立高陽中学校3年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山東）

スマートフォンの画面に夢中になっていて、前方から来る車に
気づかない生徒の様子が、丁寧なイラストで表現されています。
文字のぶれた形からも、見えていない恐ろしさが伝わってきま
す。背景の暗い色が、光るヘッドライトに照らされている人物
や赤い車を強調しています。

ヘルメットをきちんとかぶって自転車に乗っている人をバランス
よく画面に収めて、丁寧に仕上げています。人物の表情や、
背景の水色から、明るく楽しそうな雰囲気が伝わってきます。
文字もよく目立つ配色で、「ヘルメットをかぶろう」と、見る人
に素直に呼びかけています。

三谷原　美咲
（岡山市立旭竜小学校2年）ＪＡ岡山

手を挙げて横断歩道を渡る女の子と男の子をさわやかに表し
ています。あげた手を大きく描いたり、青信号が目立つように
光っている線を入れたりするなどの、工夫が見られます。背景
を薄い色にすることで、文字や人物が強調されて、明るい雰
囲気に仕上がっています。

谷本　玲奈
（倉敷市立上成小学校1年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山西）
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「おかえり」という言葉とともに描かれていて、温かい雰囲気も
感じられます。配色を工夫して、しっかりと色を塗り、丁寧に
仕上げられたポスターです。

益田　咲由
（玉野市立荘内小学校6年）ＪＡ岡山

ヘルメットをかぶったヒーローを鮮やかな色で堂 と々表現して
います。縁取りの黒色や文字の周りの白色を効果的に使い、
細部まで丁寧に仕上げられています。大胆な構図と、はっきり
としたイラストと配色で、力強さが感じられる迫力のあるポス
ターになっています。

大森　梨楓
（岡山市立鹿田小学校4年）JA岡山

ながら運転の危険性を背後から目隠しする不気味な影で表し
ています。人物などの表情が、この場面によくあっていて、怖
さを強調しています。画面下半分を赤く塗り、そこに入れた
言葉が、伝えたいことを分かりやすく表しています。アイデア
あふれるポスターです。

松永　彩葉
（笠岡市立中央小学校5年）ＪＡ晴れの国岡山（倉敷かさや）

昼間でも夜間でも歩行者の存在をしっかりアピールしている様
子を斜めに区切った画面にバランスよく配置しています。中央
の「アピール上手になろう！」という斜めの文字の部分が夜光た
すきのようになっていて、よく目立っています。構図や配色に工
夫が見られるポスターです。

竹内　咲乃
（赤磐市立高陽中学校3年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山東）

スマートフォンの画面に夢中になっていて、前方から来る車に
気づかない生徒の様子が、丁寧なイラストで表現されています。
文字のぶれた形からも、見えていない恐ろしさが伝わってきま
す。背景の暗い色が、光るヘッドライトに照らされている人物
や赤い車を強調しています。

ヘルメットをきちんとかぶって自転車に乗っている人をバランス
よく画面に収めて、丁寧に仕上げています。人物の表情や、
背景の水色から、明るく楽しそうな雰囲気が伝わってきます。
文字もよく目立つ配色で、「ヘルメットをかぶろう」と、見る人
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（岡山市立旭竜小学校2年）ＪＡ岡山
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15 16

岡山市立古都小学校

玉野市立荘内小学校

高梁市立落合小学校

JA

JA

JA

岡山

岡山

晴れの国岡山（びほく）

岡山市立岡山中央中学校

倉敷市立玉島東中学校

JA

JA

岡山

晴れの国岡山（岡山西）

備前市立日生西小学校
JA晴れの国岡山（岡山東）

高梁市立有漢中学校
JA晴れの国岡山（びほく）

倉敷市立赤崎小学校
JA晴れの国岡山（倉敷かさや）

倉敷市立玉島北中学校
JA晴れの国岡山（岡山西）

最優秀賞
（2校）

優 秀 賞
（5校）

努 力 賞
（2校）

銅　　　　賞

学　校　賞

氏　　　名 学　校　・　学　年 経由ＪＡ

楠田　　悠

井上　結乃

佐々木成美

佐藤　夏恋

澤田　菜月

杉原　新太

中杉　弥晴

岡本　宏大

上野　千尋

服部　笑愛

藤原　仁菜

藤澤　芽生

米村　姫杏

鳥居　大和

枝光　姫奈

田口　創太

薮田　真義

中西　清暢

赤 磐 市 立 山 陽 小 学 校

倉 敷 市 立 二 万 小 学 校

就 実 小 学 校

矢 掛 町 立 中 川 小 学 校

岡 山 市 立 芳 明 小 学 校

倉 敷 市 立 赤 崎 小 学 校

瀬 戸 内 市 立 行 幸 小 学 校

就 実 小 学 校

岡 山 市 立 伊 島 小 学 校

岡 山 市 立 妹 尾 小 学 校

赤 磐 市 立 山 陽 北 小 学 校

倉 敷 市 立 庄 小 学 校

岡 山 市 立 福 浜 中 学 校

倉 敷 市 立 連 島 中 学 校

赤 磐 市 立 高 陽 中 学 校

倉 敷 市 立 玉 島 北 中 学 校
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岡　　　　山

晴れの国岡山（岡山西）
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2
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3

4

4

5

5
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6

1

1

2

2

3

3

氏　　　名 学　校　・　学　年 経由ＪＡ

川上　千晴

小林　咲心

柿内　優翔

廣瀨　禎悠

松尾凰太郎

劒持　晴乃

森田　修平

堀田　咲恵

渡邉　花奈

竹川　　遙

友野莉月香

北川　一瑳

岡田　　昇

雲岡　奏来

武井　小町

北山　穂風

中原　妃咲

白神　颯介

稲垣未咲希

與田　百恵

三宅　悠基

尾本　種生

河合　星空

徳山　悠仁

小川　裕也

田中　冴莉

大島　和花

岡 山 市 立 吉 備 小 学 校

赤 磐 市 立 山 陽 小 学 校

倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校

岡 山 市 立 鹿 田 小 学 校

岡 山 市 立 古 都 小 学 校

倉 敷 市 立 菅 生 小 学 校

岡 山 市 立 宇 野 小 学 校

岡 山 市 立 宇 野 小 学 校

新 見 市 立 草 間 台 小 学 校

赤 磐 市 立 山 陽 北 小 学 校

早 島 町 立 早 島 小 学 校
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倉 敷 市 立 琴 浦 西 小 学 校

倉敷市立第一福田小学校

岡 山 市 立 福 南 中 学 校

倉 敷 市 立 福 田 中 学 校

倉 敷 市 立 連 島 中 学 校
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晴れの国岡山（倉敷かさや）
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銀　　　　賞



受賞者作品集

後援

岡山県・岡山県議会・岡山県警察・岡山県教育委員会・岡山県小学校教育研究会
岡山県中学校教育研究会・岡山県習字教育研究会・JA岡山中央会・山陽新聞社
株式会社日本農業新聞・NHK岡山放送局・RSK山陽放送・OHK岡山放送
TSCテレビせとうち・RNC西日本放送・KSB瀬戸内海放送

主催
JAグループ岡山・JA共済連岡山

令和5年度

ガショー

キョショー

受賞者作品集

後援

岡山県・岡山県議会・岡山県警察・岡山県教育委員会・岡山県小学校教育研究会・岡山県中学校教育研究会
岡山県習字教育研究会・JA岡山中央会・山陽新聞社・株式会社日本農業新聞・NHK岡山放送局
RSK山陽放送・OHK岡山放送・TSCテレビせとうち・RNC西日本放送・KSB瀬戸内海放送

主催
JAグループ岡山・JA共済連岡山

令和6年度

ガショーキョショー


